
（様式３） （指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

50,399,000 50,399,000 50,399,000 0 横浜市より
3,600,000 3,600,000 4,382,830  782,830 利⽤料⾦収⼊
1,154,000 1,154,000 890,700 263,300 ⾃主事業参加費

0 0

900,000 0 900,000 1,054,948  154,948

印刷代 450,000 450,000 479,356  29,356 印刷・コピー代
⾃動販売機⼿数料 450,000 450,000 424,108 25,892 ⾃動販売機⼿数料
その他 0 151,484  151,484 情報通信料、預⾦利息

0 0 0

56,053,000 0 56,053,000 56,727,478  674,478

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

18,720,000 0 18,720,000 19,424,187  704,187

16,629,000 16,629,000 17,089,115  460,115 常勤・スタッフ
1,618,000 1,618,000 1,621,404  3,404 事業主負担分

350,000 350,000 604,714  254,714 通勤費
105,000 105,000 90,954 14,046 健康診断費
18,000 18,000 18,000 0 横浜市勤労者福祉共済

0 0

1,748,000 0 1,748,000 1,620,229 127,771

70,000 70,000 67,556 2,444 事務連絡、会議等出張旅費
905,000 905,000 811,499 93,501 事務⽤消耗品
20,000 20,000 11,736 8,264 会議⽤茶菓代

100,000 100,000 51,300 48,700 利⽤申込書等印刷代
320,000 320,000 348,468  28,468 電話代、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ使⽤料、郵便代等
50,000 0 50,000 39,044 10,956

横浜市への⽀払分 0 0 0 ⽬的外使⽤料は⾃動販売機設置業者が負担
その他 50,000 50,000 39,044 10,956 NHK受信料、清掃⽤具ﾚﾝﾀﾙ料

100,000 100,000 121,565  21,565 什器備品購⼊費
0 0 0 0

10,000 10,000 9,680 320 施設損害賠償責任保険料
10,000 10,000 0 10,000

0 0 0 0

48,000 48,000 49,248  1,248 印刷機ﾘｰｽ料
105,000 105,000 105,118  118 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新等
10,000 10,000 5,015 4,985 諸費

2,254,000 0 2,254,000 2,101,680 152,320

2,254,000 2,254,000 2,101,680 152,320

0 0

25,101,000 0 25,101,000 24,044,018 1,056,982

4,185,000 0 4,185,000 3,540,868 644,132

電気料⾦ 3,200,000 3,200,000 2,659,518 540,482 電気使⽤料
ガス料⾦ 35,000 35,000 32,876 2,124 ガス使⽤料
⽔道料⾦ 950,000 950,000 848,474 101,526 ⽔道使⽤料

1,956,000 1,956,000 1,956,000 0 定期清掃費
882,000 882,000 913,853  31,853 施設修繕費
150,000 150,000 129,600 20,400 機械警備費

1,587,000 0 1,587,000 1,466,738 120,262

空調衛⽣設備保守 330,000 330,000 324,000 6,000 空調機器保守
消防設備保守 0 0

電気設備保守 230,000 230,000 218,880 11,120 電気設備、電話交換機等保守
害⾍駆除清掃保守 0 0

その他保全費 1,027,000 1,027,000 923,858 103,142 印刷機・ｺﾋﾟｰ機ﾁｬｰｼﾞ保守、ごみﾙｰﾄ回収他
駐⾞場設備保全費 0 0

16,341,000 16,341,000 16,036,959 304,041 共益費・修繕積⽴⾦
3,088,000 0 3,088,000 3,642,220  554,220

803,000 803,000 1,334,050  531,050 法⼈、市県⺠税
2,285,000 2,285,000 2,308,170  23,170 消費税

0 0

0 0

3,942,000 0 3,942,000 4,116,823  174,823

3,942,000 3,942,000 4,116,823  174,823 事務局経費
0 0

1,200,000 1,200,000 1,298,111  98,111 利⽤者ニーズ対応
480,210  480,210

56,053,000 0 56,053,000 56,727,478  674,478

0 0 0 0 0

ニーズ対応費

⽀出合計
差引

その他（     ）
事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

⾃主事業費
管理費
光熱⽔費

事業費
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）費

その他

リース料
振込⼿数料

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

印刷製本費

消耗品費
会議賄い費

事務費
旅費

健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦

社会保険料
通勤⼿当

⼈件費

収⼊合計

科⽬

給与・賃⾦

退職給付引当⾦繰⼊額

雑⼊

⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）収⼊

⾃主事業収⼊

指定管理料
利⽤料⾦収⼊

事務局繰⼊⾦

事務局繰出⾦

平成２８年度 「杉⽥地区センター」 収⽀予算書兼決算書

科⽬
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平成 28 年度横浜市杉田地区センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

（2）イ 地域特性、地域ニーズ 

以下の地域特性、地域ニーズに、自主講座開催、共有ラック設

置、フェスティバル開催、自主講座受講者のグループ化、図書

購入、広報媒体を活用するなどして対応 

・近隣に公的機関が豊富に立地 

・異世代・グループ交流が必要 

・一部の地域で、孤立化が進行し、人と人の結び付きが弱い。・

子どもの健全育成への要望が高い。 

・勤労現役世代が転入し、利用も多い。 

・高齢化率の高くなっている地域が多くなっている。 

・防犯防災対策の充実への要望が高い。 

・プララ杉田 4階に立地。商店街振興への要望が高い。 

ウ 公の施設としての管理 

・利用者への公平・公正な対応 

・忘れ物を神奈川県警「施設占有者のしおり」で管理 

・災害マニュアルの整備 

・磯子区防災マップや津波避難施設表示を屋内外掲示板に表示 

 

・新杉田公園との共同講座開催 

・新杉田・屏風ヶ浦地域ケアプラザ

と講座協力（ボランティア人材育成） 

・自主講座受講者のグループ化８件 

・杉田劇場・新杉田地域ケアプラザ

のラックをロビーに設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

適正に実施 

 

引き続き現状を維持していきます。 

 

Ａ 

（４）エ 利用者サービスの把握と運営への反映 

・「利用者の声」ボックスの設置：通年 

・センター委員会の開催：年 1回 

・利用者懇談会の開催：年 1回 

５月と１０月の２度実施 運営委員会会議の結果をもとに、施設運営に努力していき

ます。 

Ａ 
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・利用者アンケートの実施：年 1回 

・自主事業の際の受講者アンケート：随時 

・スタッフ意見や提案による改善：通年 

オ 利用者サービス向上の取組 

・スタッフ・常勤職員の対応力向上 

・センター利用環境の向上 

・区役所との連携 

・学校を含めた近隣公的機関との連携強化 

・プララ専門店会との連携強化 

・職業体験（2中学校受入） 

安全で安心して利用していただける

ように努力した。 

 

計画的に実施 

引き続き堅持していきます。 Ａ 

業務運営 

事業計画書 

（３）ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

・常勤職員最低限 1名常駐シフト 

・スタッフ交替時の 15 分の連絡・申し送り 

・可能な限り地域の方を新採用 

常勤職員の立会い励行 

 

引き続き堅持していきます。 Ａ 

ウ 緊急時の体制と対応計画 

・全職員が連絡網を携行 

・セコム緊急通報器具を設置 

・防災訓練の実施 

・3月 11 日は、利用者を含めた防災訓練の実施 

・区役所からの防災メール受信 

・磯子区区民利用施設協会が実施する救急救命・ＡＥＤ研修を

受講 

計画的に実施 引き続き堅持していきます。 Ａ 
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（４）ア 設置理念を実現する運営内容 

・運営方針Ⅰ  日常的なセンター運営の質量両面のさらなる

向上 

 スタッフ対応への利用者満足度 90％以上 

 利用者数 110,000 人以上 

 諸室稼働率 57％以上 

 

運営方針Ⅱ  一層の地域コミュニティ醸成 

 講座受講者の自主グループ化 12 グループ以上 

 新規登録団体数 50 団体以上 

 講座講師に地域で活動する人材の登用 

 杉田連合町内会をはじめとする自治会町内会等への支援 

 

運営方針Ⅲ  より魅力ある（行列のできる）自主事業（以下

「講座」）の展開 

 以下の 3着眼点基づく多様な分野の講座を開設 

<目標数＞ 

 事業数 参加者数 

一般事業 ４５ 3800 人 

ワンパク事業 １１ 1000 人 

着眼点１ 多様なニーズ対応講座 

分野：健康とスポーツ、語学・実用、趣味、食、音楽、街歩き、

劇・映画 芸能・落語等、子ども向けには、ワンパクホ

リデー事業実施 

着眼点２ 地域ニーズ対応講座：地域貢献をさらに進めるため、

当センターの立地特性や地域ニーズへの対応を強め

た講座 

分野：公的機関との連携・共催、杉田の歴史・伝統・地域への

スタッフ対応への満足度 88.5％ 

利用者数：130,851 人 

諸室稼働率：58.9％ 

（昨年比＋1.8％） 

 

グループ化８ 

新規登録団体 137 

「杉田まち歩き」「パン・パスタ講座」 

講師等の地域の人材育成 

 

 

室内掲示板と屋外掲示板に自治会専

用スペースを提供 

 

 

 

 

 事業数 参加者数 

一般事業 53 4,097 人 

ﾜﾝﾊﾟｸ事業 23 854 人 

・ゆったりストレッチ、杉田まち歩

き、ペン字、メイクレッスン、鎌倉

彫り、ピアノコンサート、パソコン

講座、スマホ講座、コーヒー講座、

懐石料理、太極拳、落語、味噌作り、

地元市民劇団上演 他 

 

・区役所生活衛生課によるカビ講座 

過去最高の利用率と稼働率を更新 

引き続き堅持していきます。 

 

 

 

 

 

さらなる魅力ある自主事業を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標を上回る結果を出せた。 

今後もこの結果を糧に努力していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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愛着の深化、異世代・異グループ交流促進、子どもの健

全育成、勤労現役世代支援、高齢化進展対応、商店街振

興 

着眼点３ センター委員企画講座：より開かれたセンター運営

を指向し、センター委員企画による講座を開催 

イ 利用促進策 

（ア） 利用者増 

・53 自治会町内会等を活用したセンターニュースでの広報 

・センターフェスティバル実施時に、プララと相互に新聞チラ

シ広報、スポンサーシップによるノベルティ供与 

・プララ実施の季節のイベント会場で、出前講座開催 

・多様な分野各年齢層に配慮した新着本購入 

・いそご地域活動フォーラム主催パネル展に参加 

（イ） 利用率向上 

・料理室の稼働率向上策：ワンパクホリデー事業を含めた様々

な料理教室開催、受講者を自主グループ化し料理室を再利用促

進 

・ケアプラザとの共催でシニアライ

フ講座 

 

 

「杉田梅講座」３回シリーズ開催 

 

 

実施 

 

 

５月プララ１階で開催 

 

６月にパネル展参加 

 

自主グループ化：中国茶、パスタ 

料理室稼働率：22.1％ 

（昨年比 17.5％） 

 

 

 

 

 

 

 

利用者および利用率が過去最高を更新 

 

 

 

 

 

利用率も着実に上昇し、成果を上げている。 

キ 横浜市重要施策に対する取組 

（ア） 情報公開 

・諸室の利用状況、センター委員会、「利用者の声」内容、利用

者アンケートを室内掲示板やホームページで公開 

（イ） 人権尊重 

・施設協会主催の人権研修に出席、地域ケアプラザ等へ専門家

の講師依頼しての OJT 学習会を開催 

（ウ） 環境への配慮 

・ヨコハマ３R夢プランの沿った分別収集の実施等 

（エ） ヨコハマ健康スタイル 

・健康に関する自主講座実施 

実施 

 

 

 

 

実施 

 

実施 

 

ｽﾄﾚｯﾁ、足もみﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼﾞ、まち歩き、

太極拳、シニアライフ 他 

新しい自主講座を開き好評であった。 

引き続き実施していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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（オ） 市内中小企業の振興 

・市内中小企業への優先発注し、プララとの連携を強化 

（カ） 横浜市民の読書活動の推進に関する条例の推進 

・利用者ニーズに応える新着本の購入など 

実施 引き続き計画的に実施していきたい。 

（６） 施設の維持管理計画 

・専門業者への委託、適時適切な小破修繕、きめ細かな日常点

検や清掃、区役所・施設協会事務局・プララ都市開発㈱と緊密

な連絡調整 

実施 引き続き計画的に実施していきたい。 Ａ 

職員育成 

（３）イ 個人情報保護等の体制と研修計画 

（ア） 個人情報保護等の体制 

・施設協会の「個人情報取扱いに関する方針」を職員に周知徹

底し、館長を個人情報保護責任者とするなど責任と管理体制を

明確化 

・館で収集する個人情報は必要最小限化 

（イ） 個人情報保護の研修 

・施設協会主催の研修やＯＪＴ研修 

（ウ） 職員の研修計画 

・施設協会や横浜市が主催の職員研修に参加し、施設では OJT

研修を実施  

休館日を利用して、スタッフおよび

常勤職員全員での研修会を実施。 

お互いの意思疎通を図るため「かわ

ら版」を作り利用している。 

引き続き計画的に実施していきたい。 Ｂ 
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財務 

（７） 

ア 収入計画とイ 増収策 

・諸室稼働率の向上による利用料金の増収 

稼働率：57％以上 利用料金収入：4,250 千円以上 

ウ 支出計画 

・広報では、自治会町内会との連携等、講座では、地域ケアプラ

ザなどに講師依頼、フェスティバルでは、企業協賛を活用、 

冷暖房温度の適正管理、見積もりや入札による外注費節減などで

経費軽減 

４）カ ニーズ対応費の使途 

・利用料金の約 3割を、主に、新聞三紙購読、新着本購入、利用

者ニーズに即した備品購入に充当 

 

 

稼働率：58.9％ 

利用料金収入：4,382,830 円 

 

 

430 万円＊0.3＝131 万円 

（実績 130 万円） 

 

 

経費縮減を行いつつ、ニーズには積極的に対応し、安全で

安心して利用できるセンターを目指す。 

Ａ 

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

    

利用者等

の意見 

 

 

 

＜意見、要望に対する対応＞  

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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